Ⅱ　様式15の１　（小・中・高等学校用）


年　　月　　日　

静岡県知事　氏　　　　名　様

所在地
学校法人名

理事長　　　氏　　　名　　

学　則　変　更　届

○○学校の学則を次のとおり変更したいので、学校教育法施行令第27条の２第１項の

規定により、関係書類を添えて届け出ます。

１　変更の理由

２　変更の時期

３　変更条項新旧対照表

	　旧　　　条　　　項
	新　　　条　　　項

	
	


[添付書類]

１　学則（変更前及び変更後）

２　法人の理事会及び評議員会の議事録の写し

【概要】

・学則の変更は、理事会での承認など学校法人等における所定の手続を経て、県への届出が必要となる。

・主に次のような場合、学則変更が必要となる。

 生徒納付金等の変更、教育課程表の変更など

　・生徒納付金を改定する場合は、事前に私学振興課に事前説明すること。

【根拠法令】

・学校教育法施行令第27 条の２第１項

【留意事項】

１　変更条項新旧対照表には、変更に係る条項のみを記載し、変更箇所は下線を引き明示すること。

２　変更箇所が多数の場合は、変更条項新旧対照表のかわりに、変更箇所を朱書又は朱で下線を引いて明示した新旧学則を添付するのみでよい。

３　収容定員の変更に係る学則変更は、収容定員の変更に係る学則変更認可申請書（様式９）により、目的、名称、位置の変更は、それぞれ目的変更届（様式10）、名称変更届（様式第11）、位置変更届（様式第12）によること。


